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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年12月2日(2010.12.2)

【公表番号】特表2010-507577(P2010-507577A)
【公表日】平成22年3月11日(2010.3.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-010
【出願番号】特願2009-533536(P2009-533536)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5025   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４５　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/5025  　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月15日(2010.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１７】
　請求項１に記載の式Ｉの化合物を含む、タンパク質キナーゼ活性調節剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１８】
　前記タンパク質キナーゼが、Ｒｏｎ受容体チロシンキナーゼ、Ｍｅｔ受容体チロシンキ
ナーゼ、ＡＬＫ受容体チロシンキナーゼ、ＭＥＲ受容体チロシンキナーゼ、Ｔｙｒｏ３／
Ｓｋｙ受容体チロシンキナーゼ、ＡＸＬ受容体チロシンキナーゼ、ＴＲＫＣ受容体チロシ
ンキナーゼ、ＲＯＳ受容体チロシンキナーゼ、ＣＳＦ１Ｒ／ＦＭＳ受容体チロシンキナー
ゼ、ＢＲＡＦキナーゼまたはＲａｆ１キナーゼである、請求項１７に記載の調節剤。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１９】
　前記タンパク質キナーゼがＭｅｔ受容体チロシンキナーゼである、請求項１８に記載の
調節剤。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】請求項２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２０】
　治療上有効量の請求項１に記載の式Ｉの化合物を含む、癌の治療剤。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２１】
　前記癌が、乳癌、肺癌、黒色腫、結直腸癌、膀胱癌、卵巣癌、前立腺癌、腎癌、扁平上
皮細胞癌、神経膠芽腫、膵臓癌、平滑筋肉腫、多発性骨髄腫、乳頭状腎細胞癌、胃癌、肝
癌、頭頚部癌、黒色腫または骨髄性白血病、慢性骨髄性白血病、急性リンパ芽球性白血病
、慢性リンパ芽球性白血病、ホジキン、および他の白血病、および血液癌からなる群から
選択される白血病である、請求項２０に記載の治療剤。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４６】
　請求項２７から４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、タンパク質キナーゼ活性調
節剤。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４７】
　前記タンパク質キナーゼがＲｏｎ受容体チロシンキナーゼ、Ｍｅｔ受容体チロシンキナ
ーゼ、ＡＬＫ受容体チロシンキナーゼ、ＭＥＲ受容体チロシンキナーゼ、Ｔｙｒｏ３／Ｓ
ｋｙ受容体チロシンキナーゼ、ＡＸＬ受容体チロシンキナーゼ、ＴＲＫＣ受容体チロシン
キナーゼ、ＲＯＳ受容体チロシンキナーゼ、ＣＳＦ１Ｒ／ＦＭＳ受容体チロシンキナーゼ
、ＢＲＡＦキナーゼまたはＲａｆ１キナーゼである、請求項４６に記載の調節剤。
【手続補正８】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４８】
　前記タンパク質キナーゼがＭｅｔ受容体チロシンキナーゼである、請求項４７に記載の
調節剤。
【手続補正９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４９】
　治療上有効量の請求項２８から４５のいずれか１項に記載の化合物を含む、癌の治療剤
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